
２０１９年１１月度ハイキング（筑波山）の報告    2019.11.02 

2019 年 11 月 1 日（金）、日本百名山の一つ筑波山のハイキングを行いました。一昨年９月に一度計画し、

天候の都合で変更になったので、今年再チャレンジしたものです。今回はお天気にも恵まれたなかで無事に

実施できました。 

コースは下図の様に、登りはケーブルカーを利用し、下りは登山道コースとロープウェイ下山コースを設定

しました。今回の参加者は１７名でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊谷駅南口よりバスにて 7:00 出発。 

途中菖蒲の SA で休憩    

  

9：00 筑波山神社に到着 

 

この日は、茨城県指定 

文化財の御神橋の新設架け

替えの渡り初めの日で、礼服

をきた関係者の方々が多く参

拝されてました。 

    



 

筑波山神社に参拝、ハイキングの無事を祈る 

 

 9：40 ケーブルカーにて山頂駅へ 

 

山頂駅は標高８００ｍ、気温は１３℃でした

が、日光の直射は暖かく、登山が始まると暑い

くらいでした。 

9：55 まずは男体山山頂（８７１ｍ）へ向けて出発 

 

 

 途中でご神体を祀った「神輿」が山頂から下山する 

一行とすれ違いました。 

 

10：00 急斜面の岩場を登る一行 

 

 10：10 山頂より東方を望む 山頂は木々に囲まれ 

あまり見晴らしはよくありませんでした。 

下方のもやの中に「つつじヶ丘」の駐車場が 

見える。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

山頂のお社前で登頂者集合写真！ 

 

 

 

10：35 男体山を背景に、参加者全員で 

記念撮影 

 

  

  

10：38 

御幸ヶ原を後に女体山山頂めざして出発 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10：45 女体山への途中の休息所にて 

     少々早い昼食 

 

 

 



 11：30 山頂へむけて登山開始 

    途中の鎖場で N さんを 

サポートする S さん（黄金の右腕とか??） 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

途中には奇岩の一つ「がま石」が・・・ 

 

11：50 女体山山頂（８７６ｍ）到着、 

バンザーイ!! 

 

女体山山頂より東方の眺望！ 

12：00 女体山山頂脇にてロープウェイ下山組と 

別れて下山開始 

 

  

下山開始したら、下から園児、小学生、中学生 

の団体が次々に上ってきて、すれ違いに大渋滞 

http://www.mt-tsukuba.com/wp-content/uploads/2012/06/10ac4650137c55eb0f89d57bc45c0721.jpg


 

 

下山途中には様々な奇岩・怪石がありました。 

 

 

下山道は岩が多く、途中から T さんの足が不調にな

り、皆さんがサポートしながら、バスの待つ駐車場まで

降りてきました。 

 

 

 

 

 

14：40 ロープウェイ「つつじヶ丘」駅駐車場に到着 

     小休止後、雨引観音に向けて出発 

 

15：15 「雨引観音」（坂東二十四番札所）到着  

 

 

 

近道ルートの参道入口から境内へ 



 

朱塗りの山門 

 

本堂 

 

 

 

15：30 多宝塔前で記念撮影 

 

 

 

多宝塔周り廊下の 

手摺には、孔雀が 

留まっていました。 

 

残念ながら羽根を 

広げたところは 

見られませんでした。 

 

 

 

15：50 帰途は東関東道、東北道経由、途中佐野 

SAで休憩。熊谷へほぼ予定時間 18：10 帰着 

 

 

当日朝は冷え込み、筑波へのバス移動途中、圏央道では濃霧が発生している所もあり、もしかして筑波山

では何も見えないかと心配でした。しかしながら筑波に着くと霧も晴れ、ケーブルで御幸ヶ原に到着した後は

秋晴れで熱いくらいでした。紅葉には少し早く、見られませんでしたが、女体山山頂からの３６０度の展望は素

晴らしく、参加の皆さんも楽しまれたことと思います。 

下山時、女体山からのルートが思ったより岩場が多く、苦労されたことと思います。皆さんのサポート協力

のお陰で、全員無事に下山でき、幹事の一員としてホッとしております。 

参加の皆様、大変お疲れさまでした。 

 

 次回は、１２月６日（金）「深谷の街巡りと忘年会」が美術工芸科の担当で開催されます。多数の皆様の参加

をお待ちしております。 

 

記：加藤 治朗（ふる伝） 


